
A  出席免除を受けていない正会員数 ５５名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １８

T  全 正 会 員 数 ７３名

C  Ⓐの出席者数 ２１名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 １６名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １１名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４８名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６７
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ７１.６％

第1911回例会出席状況� （R8年7月23日)

�  

○ソング
　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦青木大会長（関谷パスト会長、安部パスト会長、卓話ありがとうございました。暑い日がつづきますが、体調管理に気を付け

て夏をのりきりましょう‼）
　◦吉成真五郎幹事（本日は、関谷さん、安部さん卓話ありがとうございました。毎日、暑い日が続きますね。無理をしないで夏を

乗り切りましょう。）
　◦西山よしえ会員（本日は会員卓話、関谷パスト会長、安部パスト会長ありがとうございました。快く引き受けて頂き感謝申し上

げます。これからの会員卓話はパスト会長が登場していきますので皆様ご参加下さい。）
　◦金田昇会員（公式訪問も予定どおり９クラブを終えました。多くのクラブメンバーにおささえいただき感謝です。）
　◦成井正之会員（吉野、吉田副実行委員長、諸橋地区幹事、地区大会文書の作成及び発送準備、ありがとうございました。

感謝申し上げます。今週の大谷スマイルはなしでした。ネット情報よく注意しないといけませんね。）
　◦沼田重一会員（関谷会員、安部会員、卓話ありがとうございました。さすが、ベテランの話で大変ためになりました。）

白河西ロータリークラブ
S H I R A K A W A  W E S T   R O T A R Y   C L U B

会 長　青木　　大　  幹 事　吉成真五郎
CREATE  LASTING IMPACT
2026ー27年度　国際ロータリー会長のメッセージ

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）
　　　　　その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5
（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　shirakawanishirc@shirakawa-cci.or.jp
facebook　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/

第1911回例会 令和８年７月23日
18：30～19：30

【今週の仮メイクアップ会員】
　◦７月８日　監査会
　藤田龍文、青木大、吉成真五郎、居川孝男、吉田充、堀田

一彦、市川正人
　◦７月14日　南相馬RCガバナー公式訪問
　吉成茂、鈴木恒平、諸橋和典、金田昇
　◦７月18日　全国ロータリークラブ甲子園野球大会福島地
区親善ゴルフコンペ

　中嶋一貴、居川孝男、諸橋和典、堀田一彦、運天直人
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■会長の時間� 青木大会長

　本日は米沢中央ロータリークラブの会
長幹事と来ていただいて事前の打ち合
わせをさせていただきました。その内容は
幹事のほうから報告があると思いますの
で、来たということだけ報告をさせていた
だきたいと思いますが。いろいろな準備を

していく中で、1週間ってこんなに早いんだなって思って、今
日も朝は昨日私は「シン鹿島」の総会があったので「シン鹿
島」で食事をして、最近ちょっと運動に目覚めたので「シン鹿
島」から家まで歩いて帰って夜8時ぐらいだったんですけど
家に着いたらびしょびしょになってお風呂入って、でも車を置
いてあるので朝うちのワンちゃんと一緒に「シン鹿島」まで歩
いて車を取りに行ったら阿部さんに会いまして阿部さんと少
しお話をさせていただいて、ワンちゃんの交流もしながら帰っ
て来てからそのまま東京に行って私去年から東京でコーポ
レートコネクションズという別な会にも入会して、新たな知人を
増やしてる会にも参加させてもらって、今日はそのビジネスミ
ーティングというんですけど、ビジネスミーティングに参加をし
てきました。2時間ぐらいの中でお互いにリファーラルを生みま
しょうというところがスタートなんですけど、東京のほうではＤＮ
Ｉというような集まりがあったりですとか、これは初めて仕事を
独立してやるような人たちが入ってる集まりと、私が入ってる
ほうは年商が5億円以上の人達が入る集まりのほうなんです
が、その集まりに参加をしてきました。帰ってきて須賀川でちょ
っと銀行回りをしなくちゃいけなかったので銀行のほうに行っ
て米沢さんが4時に来るということでそれで帰ってきたら飛び
石に会いまして初めてフロントガラスにひびが入って、なんて
当たるんだろうなといろんな事が重なってる時に、ガラスにパ
チンってゆってひびが入って、あっと思ったらまたこれ治すの
にいい感じでお金がかかるんだろうなというふうに思ってちょ
っと一瞬腹が立ったんですけど、でもこれも何かの縁で嫌な
気持ちになっててもしようがないなと思って切り替えて、これは
何を示してるのかなというような考えに切り替えて、何を示して
るのかよくわかりませんでしたけど、他のメンバーに仕事を任
せるチャンスだなというふうに思って快く気持ちを切り替えてき
て。そのビジネスミーティングのほうも仕事をお互いに紹介し
合いましょうというのは、相手にどれだけ奉仕ができるのかと
いうか、お互いにいいリファーラルを生みましょう。ロータリーも
同じように超我の奉仕という言葉があって、これを英語でいう
と（Service Above Self）合ってるかどうかは辞書を引いて
もらえれば。でも、サービスとつくんですよね。サービスとつくと

本日のプログラム

（２）

いうことは、もしかしてうちの仕事もサービス業で、僕は勝手に
究極のサービス業だというふうに思って仕事をしてるんです
けど。雨の日も風の日も関係なくその日に合わせて外で嫌な
思いをするかどうかは別として、すべての事に対応する究極
のサービス業だと思いながら仕事してるんですが、そういった
サービスと自分達のやっているサービスとその奉仕というサー
ビスはじゃあ何が違うのかなというのをチャッピー君に聞いた
んですね。なかなか調べるの大変なので。チャッピーは語源
は一緒だということを言ってました。確かにサービスという部
分とか対価を貰うことに対しても、やっぱり期待を超えたりだと
か対等ではなくて、やっぱりその期待を超えて初めていい仕
事になったりだとか生まれる、それがサービスだというふうに思
うと無償であって自分達が自分の利益をおいてでもその人
に尽くすというのがスタートにあるんじゃないのかな、そういう
気持ちがあって初めて仕事であればそれが対価として費用
がいただけたりするんじゃないのかというふうに思って、そうい
うとこに繋がっていくんだなというふうな思いをした一日であり
ました。飛び石もですね、何かの役に立つと思いますので、フ
ロントガラスがヒビ入ってても欲しい人がいたらお渡ししたい
と思いますし、リペアで治せるんだったらそれが一番いいなと
思って。あと車の保険が使えるんだったらいいなと思ってるん
ですけど、それはきかないみたいな東京海上の支社長が首
を横に振ってるので有料で直したいと思っております。会長
の時間これくらいにしたいと思います。今日は先輩たちの卓
話がありますので、沢山聞かせていただきたいと思います。ど
うぞ今日も一日よろしくお願いします。

■幹事報告� 吉成真五郎幹事

○白河赤十字奉仕団委員長　安澤荘一 ： 「赤十字ボラン
ティア保険」の加入案内について
○県南分区ガバナー補佐　佐藤健吾 ： 国際ロータリー第
2530地区県南親善ゴルフコンペ開催のご案内
○ガバナー　金田昇　RLI委員会委員長　町田晃 ： ロー
タリー・リーダーシップ研究会（RLI）第９期パート１開催につ
いて（ご案内と登録のお願い）

●米沢中央ロータリークラブとの交流プログラム

◦８月６日　米沢中央RCから来白（参加者13名）
◦８月21日　白河西RCから米沢中央RCに訪問
◦10月18日　米沢中央RC創立40周年記念式典
◦10月19日　米沢中央RC創立40周年記念
　　　　　  ゴルフコンペ（蔵王カントリークラブ）
◦２月12・13日　女性交流会（上杉雪灯篭まつり）
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■各委員会報告

●SAA� 副ＳＡＡ　佐藤幸彦会員

　ＳＡＡのほうからちょっとお知らせなん
ですが、私ばかり今月司会をやってるか
と思うんですがたまたま私は7月の担当で
ございまして、ＳＡＡをちょっと紹介させて
いただきたいんですが、委員長は齋藤孝
弘委員長でございまして、その他に副委

員長に関谷会員、阿部克弘会員、村上会員、十文字光伸
会員とわたくしと6名でやらせていただくようになっております。
私が7月担当で、8月が阿部克弘会員が担当という形で月ご
とに担当変わっていきますので、是非皆さんご協力をよろしく
お願いしたいと思います。

●親睦活動委員会� 菊地隆博委員長

　来週、7月30日の木曜日の例会は「シン
鹿島」さんのほうで18時30分より納涼例
会ということで開催させていただきたいと
思います。出欠のほうで皆さん全部ほぼ
いただいてるのですがバス等も出てます
ので、もしわからない方、バス乗るよとかい

う方が追加でありましたら声かけていただけると、白河駅と新
白河駅で出てますのでその辺はお伝えしたいと思います。家
族例会ということなので皆さん奮ってご家族と一緒に参加し
ていただければ、楽しい余興も準備しておりますので、是非
ご参加いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。当
日のドレスコードなんですけども、会長のほうから何でもあり、カ
ジュアルなスタイルで、アロハで、カジュアルなスタイルでいらし
てくださいということなので、是非夏らしく納涼例会ですので
アロハシャツとかかりゆしとかそういったのでもいいかなと思い
ます。是非ご参加よろしくお願いいたします。

●青少年奉仕委員会� 大竹憂子委員長

　皆さん、こんばんは。青少年奉仕委員
会のほうからお願いがございます。まず8
月4日、福島空港2時30分着でミアが到着
しますの出迎えのほう是非皆さん来てい
ただきたいなと思います。どのぐらいいらっ
しゃるかちょっと知りたい事もあるので、後

でちょっとメールか何かでお知らせを入れたいかなと思いま
す。それから、8月21日に菊池愛子さんが4時ちょうどの出発、
これも福島空港から出発になります。8月21日ちょっと米沢さん
のほうも重なってしまっていて、私21日米沢中央さんのほうに
ミアを連れてってあげたいなと思ってるので、見送りに私行け

ない代わりに会員の方々でちょっと行っていただけるとありが
たいなと思いますので、これもその8月4日と一緒にご案内を流
させていただきたいと思います。できればそこには行けるかど
うかの返事がいただけるような形でちょっとメッセージを流し
たいと思いますので、皆さんご協力よろしくお願いいたします。

■本日のプログラム� 会員卓話

●プログラム委員会� 西山よしえ委員長

　皆様、こんばんは。プログラム委員長の
西山でございます。本年度会長のほうの
方針というところでここにも記載してござ
いますけども「共鳴する連帯次世代へ繋
ぐ持続可能なインパクト」ということで、持
続可能というところを考えた際にやはり歴

史といいますか、どのようなことが過去あったのかというところ
を新入会員も多くなってきている背景もありますし、西クラブ40
周年というところを迎えて是非パスト会長の皆様からお話を
例会でいただけないかなと思いましてこの場を設けさせてい
ただきました。今回は第1回ということで、関谷パスト会長と安
部パスト会長に卓話をお願いしてございますので、お二人か
ら話をいただきたいと思います。これから、パスト会長の皆様
にはお声がけをしていこうかなというふうに考えておりますの
で、是非西山を避けないでいただければ幸いでございます。
よろしくお願いいたします。それでは初めに関谷パスト会長か
らお話をいただけますでしょうか。よろしくお願いいたします。

●関谷亮一パスト会長

　皆さん、こんばんは。昨日と一昨日と白
河も36度。まさにフライパンの上にあがっ
てるような気候で大変驚きましたが、今
日は若干32度くらいのようですね。しかし、
梅雨は関東地方までは明けたということ
なんですけど、まだ東北地方は梅雨明け

にならない。この先、今月いっぱいぐらいは何か天気がぐずつ
くという予報が出ているようでございますが私たちは気候に
慣れてるつもりでも寒暖の差が上下左右動くと大変体調を崩
しやすいということで、お互いに気を付けていきたいなとそん
なふうに思います。それから金田ガバナー、新年度スタートし
て本当におめでとうございます。運天さん、ガバナーを乗せて
いろいろと各クラブをお回りになって、運天さんが運転するの
で大変安全ではないかと思います。本当にご苦労様です。ま
だまだ先が長いので、ひとつ体調にはお気を付けてまた引き
続き頑張ってやってください。最後の西クラブのガバナー訪問
を楽しみにしております。よろしくお願いいたします。今日は歴
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代会長の卓話ということで、私に西山さんのほうからご指名
があったんですが、もう頭が相当古くなってカチカチなんです
ね。なかなか思い出せないということで非常に困ってるんで
すが、まあ当時の事を引っ張り出しながらこう思い出せればと
思っております。私は1999年から2000年のこの平成12年に
14代目の会長ということで会長を拝命をいたしました。しかし、
私も皆さんチャーターメンバーの皆さんがロータリーの白河ク
ラブからスポンサークラブとして我がクラブが生まれたわけで
すが、当時27名でしたが私の14代会長の時には52名になっ
ておりました。私はもともと農家出身でやはり白河市の町の経
済とかそれからいろんな業種の方 と々はなかなか面識がな
い立場にもありましたが、ＰＴＡを通して現在ロータリークラブ
にいらっしゃる皆さんともいろいろと懇親というかいろんなお付
き合いをさせていただいて、ある程度はわかっておりましたが、
しかしこの前の卓話の時にもお話したんですが平成10年の
この地方の大水害がありました。平成10年8月27日ですが、こ
れは阿武隈川のほとりにあります「白河水産」の魚が全部阿
武隈川に流れて、カツオやヒラメやそういうのが川に泳いてい
たと。それは泳ぎはしませんが浮いてたということで、本当に
かなり記憶には薄いことではないかと思いますが、しかしなが
ら私にとっては大変な時でございました。600坪の施設を全
部潰されまして、それから再建してその次の年が、永野さん、
石田捷一さんに誘われまして、あんた会長やってくれというこ
とで約束したのが平成9年でした。しかし、まさか10年にあの
ような大災害が来るとは誰も予想もしなかったんですが、突
然やってきて私はもうどうしようかというふうに迷いましたが、し
かし我が白河西ロータリークラブのこの仲間の皆さん方に大
変激励をしていただいて立ち直ったと。じゃあ、会長をそのま
ま予定どおり引き受けるかということになりました。しかし、それ
を支えていただいたのは何を申しますか南湖の中目公英宮
司であります。中目さんはあのとおり頭脳明細な方でございま
すので、本当にこのロータリーについて私もほとんどわからな
いと言っていいくらいなもんですから、幹事が本当に詳細に
渡っていろんなものを段取りをしていただいたり、そういうこと
をやっていただいて中目さんには大変お世話になったなあと
今でも思っております。ですから、一年に一回ぐらいは南湖神
社をお参りして当時の感謝を申し上げてるところでございま
す。私の年度はＲＩの会長はカルロ・ラビッツァというＲＩの会長
だったんですが、この人はテーマというのは「堅実・信望・持
続」というこの3つでございましたが、しかしその3つの方針を
聞いた時に私は何をやればいいのかということで非常に迷い
ましたが、しかし会員の皆さん方にいろいろ助けていただい
て、それぞれの立場でこのクラブ方針も持ちながら会長とい
う役をさせていただきました。ただ私はロータリーというのは私

個人の考え方ですが、ロータリーにはいろいろ金田ガバナー
が今県内を回っておわかりだと思うんですが、非常にそれぞ
れのユニークなロータリーの形態があると思うんです。したが
って、東京ロータリーっていう凄いロータリーもあるわけですね。
沖縄のコザロータリーは地区は東京だということだそうです
が、そういうことで東京ロータリーにメーキャップをしたこともこ
の中にも何人かいらっしゃると思うんですが、非常に私と宮本
先生と同じテーブルに座ったんですが、宮本先生はいいです
よね。弁護士という肩書で名刺を出す。隣は花王石鹸の社
長とか、あるいは大手の上場企業の会長とかそういう人達で
した。しかし、そういう中でそれなりに話をできたというのは大
変こうありがたかったなというふうに思います。特に私は印象
に残っていますのは、今は亡くなられました林利勝さんがあ
れほど情熱に燃えてロータリーの森を作ると言って、もう人の
話も聞かないで自分の方針どおりにものをやっていこうという
あの精神は私は凄いなと思いましたが。石田年度が私の前
の年度。次はわたくし、次は道又さんが次の年度ということで
3年に渡って「那須甲子少年自然の家」にブナの木を植えま
した。皆さん、下刈りに行かれた方は何人かここにもいらっし
ゃると思うんですが。今、話に聞きますとあのスキー場だった
所はもう跡形もなくブナの木はなくなってるというお話でしたが。
しかし、こっちの「少年自然の家」の裏のほうはおそらくかなり
太いブナの木になってるんではないかなあというふうに思い
ます。そういうことで、林さんはこの地球上には今当時60億の
人口がいると。許容限界は80億だと。それを越したら地球は
滅亡するという持論を林さんはお話をしておられました。ちょう
ど時期も時期ですが、京都議定書が採択された時でもありま
したので、その京都議定書の中でもやはり今このままでは地
球がおかしくなるということで、いろいろこの二酸化炭素の軽
減というものを打ち出していたわけですが、そこに林さんがロ
ータリーの森をやろうとしたそれが背景にあったんだろうという
ふうに思います。そういう意味で、大変私もこの大先輩に支え
られながら勉強させていただきました。やはり、その先輩に今
帰り見ますとここに会員でおられます渡辺道直さんのお爺さ
んの渡辺福雄さん。本当におしゃれで素晴らしいダンディな
人で、フランスに行った帰りには全部の会員にハンカチーフを
お土産に買ってきてくれたとか。今でも私、持っておりますけど
も、私したことないですけども、もう記念に取っておきます。そん
なことで、私はここの会長として皆さんのお助けによって何と
か一年をクリアすることができたと。本当に感謝そのものでご
ざいます。次は安部和夫先生が卓話をやるということですの
で、もっと話したいことがありますけれども、時間ですのでこの
辺で打ち切りまして、次の機会にまたいろんな話をしたいなと
思います。私の信条はいろいろありますけども、寛容という言
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葉が私は大好きです。そんな寛容という言葉を胸に起きなが
らこれからも皆さんにお世話になりながら枯れ木も山の賑わ
いでございますが、よろしくお願いいたします。ありがとうござい
ました。

●安部和夫パスト会長

　どうも皆さん、こんばんは。関谷さん、時
間をいただきましてありがとうございます。
時間の許す限り昔を思い出しながら卓話
をしたいと思います。私、ここ一カ月ぐらい
で3つの試練があるんです。一つは車の
免許が書き換えということなので、後期高

齢者になって認知テストがちょっと心配だったんですけど、そ
れはどうにかクリアできました。それから自分の仕事のほうの
関係で5年に1回の特別研修というのがあるんですよ。これ
がグループ研修なんですけど、それぞれ班ごとに発表しなき
ゃならないんですが、この中でちょっと頓珍漢な事を言ってい
ると、会長のほうから肩を叩かれてもうそろそろリタイヤどうで
すかみたいな話もあるもんですちょっとそれも心配だったんで
すけど、それもどうにかクリアしました。3番目が一番問題なん
ですけど、これが今日です。しばらくぶりにここに立って卓話を
するということなので、少し緊張しておりますけども、この間40
周年の記念誌をいただいてあれをちょっと見させていただい
て、なんかあれを見ると昔の事をすごくいろんな事が思い出
して本当にありがたいですね。それを基づきながらお話した
いと思います。私、前年度普通は会長になる直前というのは
大体副会長というポジションになるんですが、私はどういうわ
けか国際奉仕委員長でした。それで会長になる予定は全然
なかったんですね。それで、ある時に先程関谷さんと石田さ
んと道又さんが事務所にお見えになって、実は予定してた人
が退会届が出てるということで、何が何でもあなた引き受けな
さいということで、尊敬する先輩3人方から言われたら断るこ
とはできないですよね。それで、じゃあ私なりに微力ですけど
も頑張っていきたいと思いますということでご返事させていた
だきました。当時、非常に不良債権処理だとか株価が9,000
円以下に落ちたりとか、また9月には世界同時多発テロみた
いな形で暗い世相でした。それで唯一私が慰めていただい
たのが、イチロー選手がメジャーで活躍してそれがすごく力
づけられました。そういうことで私が会長として出発したわけ
ですが、私自身が肝に銘じたのはこういう時代ですから極力
退会者をなくそうということでそういうことを気を付けて、例え
ば私が会長の最初の挨拶の時に会員同士の会社であると
かお店のほうを極力使っていただいて、お互いに互助会では
ないんですが利用していただくようにお願いしました。そういう

ことによって退会防止が図れるじゃないかということもあった
もんですから。それは会長年頭挨拶でさせていただきました。
それから、私で会長時代にはいろんな方でいろんな行事をや
ったんですが、中ではゲストスピーチの方でいわき中央ロータ
リーの清水さんという方に遺骨収集の専門家なんですよね。
サイパンであるとかグアムとかあとはロシアであるとか、そうい
うとこに遺骨収集される方なんですが、その方に卓話をいた
だいて未だに戦後は終わってないというお話いただいて改
めて感銘した次第でございます。その他、例会はいろいろあ
ったんですが、特に親睦のほうでは夏は「アサヒビール園」で
すか、そこで暑気払いをしました。それから、クリスマスは羽鳥
の「ブリティッシュヒルズ」のほうに行ってクリスマスをやったん
ですが、ご家族と子供達にはすごく好評でいい企画だったと
思います。特にイルミネーションが綺麗だったですね。そういう
意味ではいい思い出になりました。それから、先程会長が少
しお話になってたんですが、米沢中央ロータリーが今年40周
年ということだったんですが、私の代にちょうど15周年の1年
遅れですから15周年の記念祝賀会がおこなわれたんです
が、その中で私が挨拶をしてもらいたいと。それで挨拶も文化
ホールみたいな多目的ホールがあるんですが、上杉神社の
すぐ脇なんですけどそこで能舞台あるんですよ。能舞台でい
ろんなイベントをする多目的ホールがあるんですが、その能舞
台を利用して式典をやるということで、私がその能舞台に上
がって挨拶をしなさいというお願いが来たんですよね。それで
向こうのほうに主催者挨拶と、市長さんが挨拶してその次が
私なんですよ。ガチガチに緊張したんですが、その上がるの
に服装とかもちろんスリッパは履けないんですね。決まった白
足袋なんですけどそれを履きなさいということなんですよ。藤
田弥五兵衛さんのほうからせっかくなんだから羽織袴とかね、
お祭りに着るあれを私に貸すからそれでスピーチしたらどうか
というお話をいただいて、すごくおこがましいんですけども立
派な恰好させていただいて挨拶することができました。終わっ
た後ですね、藤田さんだとか林さんだとか惣三郎さんあたり
にお前いい挨拶だったよって言っていただいたので、少しほ
っとしたということで大変記念に残る思い出があります。それ
から、これは翌日かどうかわかりませんけど、記念のゴルフコ
ンペがあったですよね。それで私も参加しましたけど、その中
で15位が会長賞ということで米沢織りの最高級の反物だっ
たんですよ。それがどういう訳か私のとこに来たんですよ。私
15位だということで来たんですけど、多分ですけどそんなにう
まくいくわけないんで、会長のお計らいで少し動かしたのかな
と思って私が15位ということでそれをいただきました。当然、そ
れ相応のスマイルはさせていただきましたけど。それをただ単
にじゃなくて袴にするのか洋服にすることもできるみたいなん
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ですね。どちらにしますかということで、じゃあせっかくだから袴
でお願いしますということなんですが、多分あれ以来1回しか
当たってないですよ。今更反省してるんですけど、洋服にしと
けば良かったかなと。せっかくなので宝の持ち腐れで、今タン
スの中に眠ってますけども、そういういい思い出があります。最
終的な結論なんですけど、会長というのはやってみると結構
その中で楽しみというか毎回逆にいうと最初は緊張してたん
ですが、だんだんスピーチをするのが楽しみになったというか、
これも喋りたいあれも喋りたいということで欲が出てくるんです
よね。そういう意味で自分自身でも下手なりに少し成長させて
いただいたのかなと思いましてありがたく感謝したいと思いま
す。拙い話でしたけどパスト会長のお話とさせていただきます。
どうもありがとうございました。

●金田昇ガバナー

　皆さん、こんばんは。公式訪問の全部
で9つ終わりました。その報告をさせてい
ただきます。相双地区6クラブ、浪江クラ
ブから始まりまして非常に暖かいというか
ウェルカムというか楽しくお迎えいただきま
して、和やかに公式訪問を受けました。ま

た、その中でもいろんな課題とかクラブの問題点を一緒に考
えたりいたしました。あと、今年から今年自分の職権でお願い
してるんですけど、クラブの職場訪問をさせていただくという
ことで、一人一人大体会長さんの職場とかをさせていただき
ました。非常に勉強になるというか楽しいというか、あっこうい
う仕事もあるんだ、こういう工場もあるんだ、こんな事もやって
るんだということで、ロータリアンのバックボーンである職業とい
うことに関して見学させていただきました。後程、また報告書
を書かせていただきます。その後県中分区。滝根町から始ま
りまして本宮と今日三春町の三春ロータリークラブに行ってま
いりました。そこで感じたこと、そこもまた田村町のバイオマス
発電所なんていう、滅多に見られない所の施設をどのように
発電してるのか。大きさが一般家庭1万9千世帯分の発電を
してるという、山から切り出した材木だったり、枝を払ったリン
ゴとかのそういう果実の枝とか、そういういろんなチップを燃
やして作ってるというのを聞きました。あと昨日は本宮ロータリ
ークラブにアサヒビールの工場長が会員だということで、是非
ということで行かせていただきました。これも役得だなあという
のと同時に、ロータリアンの幅の広さとロータリークラブに所属
してる方達のそういうステータスというのをすごく感じさせてい
ただきました。機会がありましたらそういう所にも訪問するチャ
ンスが皆様にもありますので、是非チャンスを利用してほしい
なと思います。その中で9クラブの中で印象に残った所が滝

根ロータリークラブ。去年度の6月30日で会員2名でした。今
年に入りまして1人入ったので3名ということです。最初、諸橋
君と話をして何を話しするの、行って雑談1時間やって終わり
だよねっていうふうに高を括って行きました。そんなもんだろう
と思いますよね、大体。会長と幹事しかいないんですから。卓
話つったってどんなにするのみたいなそんな感じで高を括っ
てるというのは本当に失礼な話ですが行きました。そしたら、も
のすごいです、たった3人ですけど全部用意してあるんです
ね。国歌斉唱から奉仕の理想を歌って、ちゃんと会長の時間
を作って幹事報告して、それでクラブ協議会というのをらしい
形で、3人ですので会長がほとんど説明なんですけどそんな
事をやらせていただきました。自分がそういう気持ちでいった
ことをお詫びしながら参加させていただきました。たった2人で
も3人でもきちっとセレモニーをやる。きちっとロータリーらしいこ
とをやるということの大切さを学ばせていただきました。これか
らあと残り49クラブあります。それも先程の関谷さんがお話し
ていただきました各いろんなクラブに訪問して、いろんな事を
楽しんできてくださいみたいなことを仰っていただきました。一
人で自分が楽しむだけではなく、それをまた皆さんにご報告し
たり、それを次の世代に、世代というかいろんな場面で生か
していけるような、そんな活動にしていきたいと思います。あと
は、先程の安部パスト会長がお話されました、私ももうすぐ後
期高齢者なので先日自動車学校で高齢者講習を受けまし
た。高齢者の講習の中で一番若手だったので若いですねと
言われたのがそれが嬉しかったんですが。一応問題なく免
許が更新できそうであります。そんなこともありまして、ボケ防止
も含めまして一生懸命取り組んでいきたいなと思います。最
後にこの公式訪問支えていただいてる代表幹事、それから
代表副幹事をはじめとするクラブのメンバーの皆様。それとあ
と遠くに行くのに、僕が車の中でリラックスできるように皆さん
運転を担当していただきまして、本当にありがとうございました。
これからまだまだ続きますけども、白河西ロータリークラブの代
表としてガバナーとして恥じないような公式訪問をして、またそ
こで学んできたことを皆様にフィードバックさせていただきたい
と思います。ありがとうございました。頑張ってきます。


